

















































































& Lo Bianco, 1999, p.1）や、「異文化間コミュニケーターたちが、互いに関わり、文化
的差異の間に橋を渡そうとする試みの中で創造する、無限で動態的な、快適な空間」
（Crozet & Liddicoat, 2000, p.1）と定義されている。「第三の場」を作り出す異文化間能力







Byramがいう「異文化間能力」は、Byram, Nicholas & Stevens（2001）にも示されてい
るように、知識と行動、態度、認識、批判的認識に関するスキルを含む多面的な力である。










Papademetre, Scarino & Kohler（2003）は、学習対象の言語と文化、自分自身の言語と文
化、すべての言語と文化の理解や尊重、異文化への感受性の発達を異文化間言語学習の
目的として挙げている。また Liddicoat他（2003）に基づいてまとめられた教師研修資料、






































































として挙げていることから、Crozet & Liddicoatも、Lo Biancoと同様、言語の規則性や規
範の中に文化を見出せると考えていることがわかる。したがって、Crozet & Liddicoatに
とって、言語教育で扱う「ことばと文化」は、この言語の中の文化、すなわち言語文化
（linguaculture）だと言える。Crozet & Liddicoatが Lo Biancoと異なる点は、目標言語の
母語話者の言語文化を理解させることが最終目的ではなく、目標言語と学習者の母語の言
【図 1】














































































































































































































































































 1） Intercultural Language Teaching（ILT）、Intercultural Language Learning（ILLまたは IcLL）、
Intercultural Language Teaching and Learning（ILTL）などの呼び方があるが、本稿では「異文
化間言語学習」で統一する。
 2） Ministerial Council on Education, Employment, Training and Youth Affairs. （2005）. National 
statement for languages education in Australian schools: National plan for languages education in 
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